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史
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ス
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・
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家　

宿
輪　

純
一 

氏

連
合
駿
台
会
平
成
三
十
年
三
月
の
例
会
を
、
三
月

十
四
日
（
水
）
十
七
時
四
十
五
分
よ
り
、
明
治
大
学

「
紫
紺
館
」
三
階
会
議
室
で
、
宿
輪
純
一
氏
を
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
田
村
駿
会
長
か
ら
次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
（
挨
拶
主
旨
）。

今
年
は
例
年
に
な
く
花
粉
が
多
く
飛
散
し
て
い
る

そ
う
で
、
特
に
今
日
、
明
日
は
ス
ギ
花
粉
の
ピ
ー
ク

と
い
う
情
報
も
あ
る
の
で
、
皆
様
に
も
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
年
の
冬
を
振
り
返

る
と
、
み
ぞ
れ
や
雪
と
、
本
当
に
寒
い
日
が
続
い
た

が
、
こ
の
よ
う
な
年
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
早
め
に

一
斉
に
咲
く
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
現
在
の
開
花
予

想
で
は
明
々
後
日
（
三
月
十
七
日
）
と
い
う
こ
と

で
、
お
花
見
の
時
期
が
も
う
目
の
前
に
来
て
い
る
。

昨
年
十
一
月
の
例
会
で
「
大
学
支
援
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
か
ら
い
た
だ
い
た
答
申
内
容
を
検
討
し

た
結
果
、
残
念
な
が
ら
当
会
と
し
て
直
ち
に
対
応
で

き
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
側

と
の
協
議
、
交
渉
、
連
携
が
必
要
な
テ
ー
マ
ば
か
り

で
、
本
日
発
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ご
承
知
の

よ
う
に
、
入
試
試
験
や
卒
業
式
で
大
学
側
に
な
か
な

か
時
間
が
取
れ
な
い
現
状
で
、
一
段
落
し
た
来
週
あ

た
り
か
ら
協
議
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

明
治
大
学
の
一
般
入
試
志
願
者
数
に
つ
い
て
は
、

昨
年
は
五
年
ぶ
り
に
十
一
万
人
を
超
え
た
が
、
今
年

は
さ
ら
に
六
千
八
百
名
ほ
ど
増
え
て
、
十
二
万
人
の

大
台
に
乗
り
新
記
録
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
十
二
年
連

続
十
万
人
以
上
と
い
う
記
録
も
続
い
て
お
り
、
大
変

な
快
挙
だ
と
思
う
。
ま
た
昨
年
は
早
稲
田
大
学
に
若

干
後
れ
を
取
っ
た
が
、
今
年
は
三
千
名
ほ
ど
の
差
を

つ
け
て
抜
き
返
し
た
。
明
治
大
学
は
高
校
生
に
人
気

の
あ
る
大
学
と
し
て
の
地
位
を
確
固
と
し
て
お
り
、

こ
れ
も
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
た
ま
も

の
で
あ
る
が
、
今
後
も
ま
す
ま
す
素
晴
し
い
大
学
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。

今
年
は
連
合
駿
台
会
の
前
身
で
あ
る
茗
水
ク
ラ
ブ

の
創
立
（
昭
和
二
十
八
年
）
か
ら
六
十
五
周
年
の
節

目
の
年
と
な
る
。
と
い
う
こ
と
で
九
月
十
九
日（
水
）

に
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
記
念
例
会
を
開
催

し
た
い
と
計
画
し
て
い
る
。

当
日
の
講
演
の
主
旨
は
以
下
の
通
り
で
す
。

＊
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歴史が規定する経済
― それぞれの国が持つ性質 ―

2018年3月14日（水）　18:00〜19:00
帝京大学経済学部経済学科教授・慶應義塾大学経済学部非常勤講師

経済学博士・公開講義宿輪ゼミ代表

宿 輪 純 一

歴史（トラウマ）が
経済の性質を規定する
　欧州（ECB）／米国（FRB）／日本（BOJ）

先進国の経済政策目標
　経済成長率（景気）▶3％
　（GDP：Gross Domestic Product）
　物価上昇率▶2％
　（消費者物価指数）

欧州 ▶ 欧州中央銀行
ECB（European Central Bank）

　●目的▶物価管理（インフレ抑制）
　●トラウマ▶第二次世界大戦
　　←ナチス←ハイパーインフレ
　ドイツ連邦準備銀行

本日は、実は「歴史」というものが「経済」
を規定していくということをご説明したいと
思います。
特に中央銀行にその特徴がよく出ます。

実は先進国には大前提となる経済政策の目
標があります。経済成長率3％と物価上昇率
2％です。これはどの国でも一緒です。

まず欧州の場合ですが、特に特徴として「イ
ンフレ」に敏感だということがあります。そ
れはハイパー（超）インフレで社会が乱れ、
ナチスが出てきたという社会的歴史があるか
らです。
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イエレン元FRB議長
　労働経済学専門
　金融政策は、雇用のため

※中央銀行の仕事

フランス革命
　新大陸植民地化（米国西部北部）
　オルレアン公（ジョン・ロー）
　フランス中央銀行▶債券大量発行

　ナポレオン登場

ゲーテ（作家＋財務長官）
　『若きウェルテルの悩み』『ファウスト』

ワイマール公国
ナポレオン進軍

『ファウスト』
　“お金を刷ればいいんですよ”
　（悪魔メフィストフェレスのささやき）

米国 ▶ 連邦準備銀行
FRB（Federal Reserve Board）

　●目的▶雇用最大化・物価抑制
　●トラウマ▶大恐慌
　　＝失業者の列

日本 ▶ 日本銀行
BOJ（Bank of Japan）

　●目的▶物価抑制・半身景気
　　　　　（政策に反しないこと）

　日本銀行（中央銀行）の独立性

欧州ではフランス革命という大事件が起
こったわけですが、実はそれも「インフレ」
のせいなのです。新大陸植民地化に大量の予
算をつぎ込みましたが、それは債券発行でカ
バーしました。しかし、開発もうまく行かず、
お金を刷って、金融危機＝インフレが発生し
ました。その機に乗じたのがナポレオンでし
た。

同年代のドイツにゲーテという作家がいま
した。『若きウェルテルの悩み』などを書いて
いましたが、多才で、そのころワイマール公
国の財務大臣をやっていました。
ゲーテはそのフランスの一部始終を見てお

り、遺作『ファウスト』で、お金を刷ること
が良くないということを後世に戒めました。

米国のトラウマは「大恐慌」です。その象
徴が失業者でした。そのため、経済政策の中
でも、特に雇用が重視されるのです。

米国の中央銀行FRBのトップはその理由も
あって労働経済学が専門のイエレンでした。
勘違いしている方も多いのですが、中央銀

行の仕事は「金利をあげること」なのです。
平常時に金利を上げておいて、危機の時には
利下げできるようにするのです。

日本の場合は、金融政策は“政府の経済政策
に反しないこと”という法律があります。
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　●トラウマ▶円高
　　金融政策は、円高防止のため

現在のアベノミクス
　出来るだけ早い利上げを

〈相場予想〉
宿輪式経済・市場相関表

為替 株
（土地）

債券
（価格） 商品

国債 社債 金 原油

景気 上昇 ○ ◎ × × ○ ◎

インフレ 進行 × × × × ○ ○

金利 上昇 ◎ × × × × ×

財政 悪化 × △ ×× △ ◎ ○

リスク 高
低リス
ク通貨

◎
× ◎ × ◎ ○

【 講 師 略 歴 】

学歴
1963年生まれ、麻布高校・慶應義塾大
学経済学部卒業
2011年博士（経済学）取得
職歴
1987年　富士銀行新橋支店入行（国際
資金為替部、海外勤務等）
1998年　三和銀行企画部入行（決済業
務部）、合併でUFJ銀行（UFJホールディ
ングス経営企画部、UFJ総合研究所国際
本部等）
2006年　合併で三菱東京UFJ銀行（企
画部経済調査室、決済事業部等）
2015年　3月退職、4月帝京大学へ奉職
教歴
2003年　東京大学大学院非常勤講師

（3年）
2006年　清華大学大学院（中国）顧問

（1年）
2007年　早稲田大学非常勤講師（5年）
2009年　上智大学非常勤講師（1年）
2012年〜　慶應義塾大学非常勤講師

（現職）
2015年〜　帝京大学教授（現職）
委員会歴
アジア開発銀行「アジア債券市場イニシア
ティブ(ABMI)」、財務省「ASEAN為替制
度と金融市場研究会」、経済産業省「グ
ローバル財務研究会」、外務省「アジア太
平洋経済委員会」、全国銀行協会「SWIFT
委員会」「全銀システム検討部会」「大口決
済システム検討部会」他審議会等多数
著書単著

『通貨経済学入門（第2版）』、アジア金融シ
ステムの経済学』、『実学入門 社長になる
人のための経済学―経営環境、リスク、戦
略の先を読む』（以上、日本経済新聞社）、

『決済インフラ入門』、『ローマの休日と
ユーロの謎―シネマ経済学入門』（以上、
東洋経済新報社）

著書共著
『金融が支える日本経済―真の成長戦略
を考える』、『円安VS円高 どちらの道を選
択すべきか(新版)』、『マネークライシス・
エコノミー グローバル資本主義と国際金
融危機』(日本経済新聞社)、『決済システ
ムのすべて(第3版）』、『証券決済システム
のすべて(第2版)』（以上、東洋経済新報
社）他
現連載
①ダイヤモンドオンライン「宿輪ゼミ
LIVE」〈経済〉、②講談社現代オンライン

〈経済〉、③ハフィントン・ポスト「宿輪純
一のシネマ経済学」〈映画〉
現在出演番組
文 化 放 送「 T h e  N e w s  M a s t e r s 
TOKYO」（毎週火曜日8時00分〜8時
40分）
出演TV番組
NHK『視点論点』『キャッチ！世界のトップ
ニュース』『国際報道』他、テレビ東京『ワー
ルドビジネスサテライト』他、日本テレビ

『日テレNews』他、日経CNBC、BS11他

宿輪　純一
（しゅくわ・じゅんいち）

トラウマは「円高」です。ですから、実は
歴史的に見て、金融緩和は景気よりも円高抑
制の時に行われてきました。
現在の安倍政権は短期的には良いにしても、

中長期的にみると、財政赤字（増税）・金利の
引き上げなどを政治的に抑えており、これは
一種の「政治リスク」と言えます。だんだん
国民も分かってきて、将来不安が募り、景気
は良くなりません。

最後に「経済・市場相関表」を付けました。
それぞれの経済・金融的事象で各金融商品が
どのように動くかを説明したものです。お手
元に置いておかれると便利かと思います。

また、私は「宿輪ゼミ」というボランティ
ア公開講義を月2回、主として第1と第3水曜
日に文京区役所で12年やっております。どな
たでも参加できますので、よろしかったら、
ご参加ください。Facebookでグループに入っ
ていただくか、以下にご連絡をください。
shukuwa@shukuwa.jp
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◆�

広
報
委
員
会
か
ら
の
ご
案
内（
理
事
会
議
事
録
）

日
時
：
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日（
水
）十
七
時

場
所
：
明
治
大
学
「
紫
紺
館
」（
二
Ｆ
会
議
室
）

○
新
入
会
員
承
認
の
件

髙
澤
組
織
・
会
員
増
強
委
員
長
か
ら
、
本
日
は
柴

田
清
之
氏
（
㈱
廣
澤
精
機
製
作
所
・
代
表
取
締
役
社

長
、
新
社
長
就
任
リ
ス
ト
よ
り
委
員
会
に
て
推
薦
）、

辻
井
知
明
氏(

㈱
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
投
資
顧
問
・
代
表

取
締
役
、
主
推
薦
者
：
栢
森
靖
理
事)

、
平
田
静
子

氏
（
㈱
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ア
ッ
プ
キ
ャ
リ
ア
、
ヒ
ラ
タ

ワ
ー
ク
ス
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長
、
主
推
薦
者
：
田

村
駿
会
長
）
の
三
名
が
推
薦
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会

で
は
全
員
に
つ
い
て
入
会
を
承
認
し
た
、
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

○
各
委
員
長
よ
り
報
告
事
項

各
委
員
会
か
ら
、
順
次
報
告
が
あ
っ
た

〈
総
務
・
事
業
委
員
会　

山
田
副
委
員
長
〉

前
回
の
理
事
会
以
降
の
開
催
行
事
に
つ
い
て
ご
報

告
す
る
。
二
月
七
日
（
水
）
の
運
営
委
員
会
終
了
後

に
、
紫
紺
館
に
お
い
て
新
入
会
員
歓
迎
会
を
、
二
月

十
六
日
（
金
）
に
は
第
二
回
目
の
グ
ル
メ
交
流
会

（
於
：
上
野
広
小
路
「
今
半
」）
を
開
催
し
、
従
来
の

例
会
と
は
違
っ
た
形
で
会
員
の
相
互
の
親
睦
を
深
め

た
。
今
後
は
、
四
月
十
三
日
（
金
）
に
第
十
三
回

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
於
：
鷹
之
台
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
）、
四
月
十
七
日
（
火
）
に
第
十
回
ビ
ジ
ネ
ス

勉
強
会
（
講
師
：
佐
野
公
哉
氏
・
谷
原
誠
氏
）
を
開

催
す
る
予
定
。（
い
ず
れ
も
終
了
）

〈
組
織
・
会
員
増
強
委
員
会　

髙
澤
委
員
長
〉

現
在
の
入
会
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
す
る
。
二
月

の
持
ち
回
り
承
認
四
名
に
本
日
承
認
い
た
だ
い
た
三

名
を
加
え
、
今
年
度
の
入
会
者
は
三
十
九
名
と
な
っ

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。
平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
時
点
で
の
会
員
数
は
三
百
三
十
一
名
、
一

方
、
現
時
点
で
の
退
会
者
（
多
年
度
年
会
費
未
納
者

も
含
む
）
は
十
五
名
で
、
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
も
見

込
ま
れ
る
た
め
、
今
期
は
二
十
名
ほ
ど
の
純
増
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

〈
広
報
委
員
会　

齋
藤
委
員
長
〉

従
来
か
ら
の
年
賀
名
刺
広
告
に
つ
い
て
は
、
大
変

古
い
企
画
で
も
あ
る
の
で
、
時
代
に
合
わ
せ
て
、
皆

さ
ん
に
も
っ
と
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
を
検

討
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
運
営
に
つ
い
て
も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
よ
り
時
代
に

か
な
っ
た
も
の
に
し
た
い
。
大
学
支
援
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
答
申
案
の
中
に
、
当
委
員
会
マ
タ
ー
も

多
々
あ
る
の
で
、
委
員
会
と
し
て
も
続
け
て
検
討
を

重
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
大
学
支
援
委
員
会　

浅
井
委
員
長
〉

前
回
の
理
事
会
報
告
以
降
、
更
新
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
説
明
・
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞
」
は
一
月
十
八
日
に
表
彰

式
・
記
念
講
演
等
が
行
わ
れ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
応

募
件
数
が
少
な
い
こ
と
（
十
件
）、
ま
た
今
回
の
受

賞
者
は
学
術
賞
三
名
・
学
術
奨
励
賞
二
名
で
、
予
算

を
大
き
く
オ
ー
バ
ー
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
こ

の
枠
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
担
当
で
あ
る

社
会
研
究
知
財
事
務
室
と
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
学
支
援
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
と
そ
の
後
の
協
議
会
で
テ
ー
マ
が
い
ろ
い
ろ
出
さ

れ
、
当
委
員
会
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
検
討
事
項

が
結
構
あ
り
、「
学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞
」
に
組
み

合
わ
せ
る
形
で
、
若
手
研
究
者
の
表
彰
制
度
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
寄
付
講
座
」（
春
期
）
は
六
月
十
四
日
に
開
催
、

講
師
は
東
京
電
力
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
室
長
の
榎
本
知
佐
氏
に
お
願
い
し
た
。
た
だ

今
回
の
講
師
選
定
に
関
し
て
は
、
同
氏
が
当
会
の
寄

付
講
座
に
先
ん
じ
て
、
他
の
校
友
団
体
で
講
演
を
す

る
こ
と
な
ど
が
後
に
な
っ
て
判
明
し
、
講
演
内
容
の

重
複
・
二
番
煎
じ
の
懸
念
な
ど
か
ら
講
師
変
更
も
検

討
し
た
が
、
大
学
の
都
合
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
作

製
済
み
だ
っ
た
こ
と
）
も
あ
り
、
今
回
は
講
演
テ
ー

マ
を
変
え
る
こ
と
で
予
定
通
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
講
師
の

方
自
身
に
責
任
を
も
っ
て
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
進

め
て
も
ら
う
よ
う
、大
学
事
務
局
側
に
も
要
請
し
た
。

「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
キ
ル
養
成
講
座
」
は
、
次
年
度

か
ら
は
㈱
中
村
屋
が
新
た
に
加
わ
り
、
従
来
の
七
社
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（
㈱
関
電
工
・
共
同
印
刷
㈱
・
京
王
電
鉄
㈱
・
㈱
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
・
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

㈱
・
山
崎
製
パ
ン
㈱
・
㈱
り
そ
な
銀
行
）
の
協
賛
企

業
八
社
で
行
う
こ
と
で
決
定
し
た
。

「
留
学
生
支
援
」
で
は
一
月
三
十
一
日
、
田
村
会
長

に
も
列
席
い
た
だ
き
、
秋
期
修
了
式
が
行
わ
れ
た
。

〈
財
務
委
員
会　

坂
田
委
員
長
〉

現
在
の
年
会
費
未
納
状
況
は
、
三
年
未
納
が
一

名
、
二
年
未
納
が
五
名
、
本
年
度
未
納
が
二
十
一
名

で
、
合
計
二
十
七
名
（
未
納
率
七
・
七
％
）
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
当
委
員
会
と
し
て
は
、

総
会
に
向
け
て
経
常
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
の
か
ど
う
か
を
精
査
し
、
ご
報
告
す
る
。

○
そ
の
他

田
村
会
長
か
ら
、以
下
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

連
合
駿
台
会
の
前
身
で
あ
る
茗
水
ク
ラ
ブ
が
創
立

し
て
、
今
年
で
六
十
五
周
年
を
迎
え
る
。
と
い
う
こ

と
か
ら
、
平
成
三
十
年
度
中
に
「
六
十
五
周
年
記
念

式
典
」
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
日
程
的
に

は
、
九
月
例
会
予
定
日
の
十
九
日
（
水
）
に
、
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行
う
予
定
と
し
、
総
務
・
事

業
委
員
会
で
計
画
中
で
あ
る
。

以
上

◆
新
入
会
員
ご
紹
介

前
会
ま
で
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
入
会
さ
れ
た

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
・
到
着
順
）

　
　

　
　

　
　

　
　
◆
明
大
ニ
ュ
ー
ス

●
二
〇
一
八
年
度
入
学
式

二
〇
一
八
年
度
入
学
式
が
四
月
七
日
、
日
本
武
道

館
で
挙
行
さ
れ
た
。
式
典
は
学
部
・
大
学
院
別
に
午

前
と
午
後
の
二
部
制
で
行
わ
れ
、
夢
や
希
望
を
胸
に

抱
い
た
新
入
生
八
千
二
百
五
十
人
（
学
部
生
七
千
二

百
八
十
一
人
、
大
学
院
生
九
百
六
十
九
人
）
が
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

土
屋
学
長
は
告
辞
の
中
で
、
無
限
に
広
が
る
学
び

の
多
様
さ
を
説
き
な
が
ら
、
詩
人
Ｗ
・
Ｈ
・
オ
ー
デ

ン
氏
の
『
見
る
前
に
飛
べ
』
の
詩
を
紹
介
。「
大
学

は
未
体
験
の
新
し
い
こ
と
ば
か
り
。
そ
う
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
さ
ら
に
新
し
い
こ
と
を
求
め
、
異
な
る
言

語
、
異
な
る
文
化
へ
と
飛
び
込
ん
で
い
け
ば
い
い
。

見
る
前
に
飛
べ
」
と
激
励
し
た
。

祝
辞
に
立
っ
た
柳
谷
理
事
長
は
、
未
来
の
担
い
手

で
あ
る
新
入
生
に
向
け
、
新
た
な
世
界
へ
の
挑
戦
や

全
力
で
挑
み
続
け
る
「
行
動
力
」
の
重
要
性
を
訴
え

た
上
で
、「
新
た
に
出
会
う
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
『
個
』
の
確
立
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

続
く
宣
誓
で
は
、
午
前
の
部
で
農
学
部
の
岡
田
力

樹
さ
ん
、
午
後
の
部
で
文
学
部
の
伊
藤
彩
恵
花
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
新
入
生
を
代
表
し
て
登
壇
。「
日
本
と

い
う
狭
い
鳥
籠
に
と
ど
ま
る
鳥
で
は
な
く
、
世
界
に

羽
ば
た
い
て
い
け
る
鳥
に
な
れ
る
よ
う
、
一
日
一
日

を
大
切
に
し
、
精
進
し
て
い
く
」（
岡
田
さ
ん
）、

「
座
学
だ
け
で
は
な
く
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
や
サ
ー

ク
ル
、
部
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
挑
戦
し
続

け
、
理
想
へ
と
ま
い
進
し
て
い
く
」（
伊
藤
さ
ん
）

と
、
力
強
く
抱
負
を
語
り
、
最
後
は
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
た
。

式
典
後
は
、
前
方
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
学
生
活
の
紹

宮み
や

﨑ざ
き　

潔き
よ
し

昭
和
五
十
七
年
・
政
経
学
部
卒

日
本
技
術
貿
易
㈱

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
三
鷹
市
在
住

柴し
ば

田た　

清き
よ

之ゆ
き

昭
和
六
十一年
・
政
経
学
部
卒

㈱
廣
澤
精
機
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

茨
城
県
筑
西
市
在
住

平ひ
ら

田た　

静し
ず

子こ

昭
和
四
十
四
年
・
短
大
法
律
学
科
卒

㈱
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ア
ッ
プ
キ
ャ
リ
ア
・
ヒ
ラ
タ
ワ
ー
ク
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

東
京
都
調
布
市
在
住

辻つ
じ

井い　

知と
も

明あ
き

昭
和
六
十
三
年
・
法
学
部
卒

㈱
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
投
資
顧
問

代
表
取
締
役

神
奈
川
県
逗
子
市
在
住
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介
映
像
が
流
れ
る
中
、
明
治
大
学
交
響
楽
団
、
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
混
声
合
唱
団
が
演
奏
・
合
唱
を
披
露

す
る
な
ど
、
新
入
生
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
入
学

記
念
演
奏
を
実
施
。
祝
福
を
受
け
た
新
入
生
た
ち
は

思
い
を
新
た
に
、
明
大
生
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

●「
明
大
出
身
政
財
界
人
と
の
懇
談
会
」を
開
催

明
治
大
学
出
身
政
財
界
人
と
学
校
法
人
明
治
大
学

と
の
懇
談
会
が
三
月
十
二
日
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
で

八
回
目
と
な
っ
た
同
会
に
は
、
国
会
議
員
や
首
長
、

企
業
の
役
員
ら
が
出
席
し
、
柳
谷
孝
理
事
長
、
土
屋

恵
一
郎
学
長
を
は
じ
め
大
学
役
員
・
役
職
者
、
校
友

会
役
員
ら
と
懇
談
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
柳
谷
理
事
長
は
、
第
二
期
中

期
計
画
の
一
端
を
紹
介
し
、「
私
立
大
学
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
が
、
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
も
こ

れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
土
屋
学
長

は
、
一
般
入
試
志
願
者
数
が
十
二
万
人
を
突
破
し
た

こ
と
を
報
告
し
、「
こ
の
勢
い
を
持
っ
て
、
ア
ジ
ア

の
ト
ッ
プ
１
０
０
に
入
れ
る
よ
う
、
明
治
大
学
を
前

進
さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
引
き
続
き
の

協
力
に
理
解
を
求
め
た
。

出
席
者
を
代
表
し
て
登
壇
し
た
㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

堂
代
表
取
締
役
社
長
の
三
枝
富
博
氏
（
一
九
七
三
年

法
学
部
卒
・
連
合
駿
台
会
会
員
）
は
、
自
ら
の
経
験

を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
社
員
に
は
い
つ
も
自
律
的

人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
る
。
世
の
中
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
も
、
主
体
的
に
自
由
な

発
想
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず

乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と
熱
弁
。「
明
治
大
学
か
ら
も

素
晴
ら
し
い
人
材
を
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
て
い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

懇
談
会
は
、
向
殿
政
男
校
友
会
長
の
乾
杯
で
ス

タ
ー
ト
。
母
校
に
集
っ
た
政
財
界
人
、
大
学
関
係
者

た
ち
約
百
九
十
人
は
、
情
報
交
換
や
談
笑
を
し
な
が

ら
各
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
関
係
を
深
め
て

い
る
様
子
だ
っ
た
。

●
メ
キ
シ
コ
紫
紺
会
に
会
旗
を
贈
呈

明
治
大
学
は
三
月
十
九
日
、
校
友
会
で
設
置
が
承

認
さ
れ
た
「
メ
キ
シ
コ
紫
紺
会
」
へ
会
旗
を
授
与
し

た
。
世
界
各
国
・
地
域
で
活
躍
す
る
校
友
ら
で
組
織

さ
れ
る
海
外
紫
紺
会
は
、
こ
れ
で
計
二
十
団
体
と

な
っ
た
（
校
友
会
大
韓
民
国
支
部
、
台
湾
支
部
は
除

く
）。駿

河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
紫
紺
館
で
行
わ
れ
た
会
旗

授
与
式
に
は
、
明
治
大
学
か
ら
は
柳
谷
孝
理
事
長
と

向
殿
政
男
校
友
会
長
は
じ
め
大
学
役
員
と
商
学
部
の

所
康
弘
准
教
授
、
メ
キ
シ
コ
紫
紺
会
か
ら
は
堀
内
泉

会
長
（
一
九
七
一
年
工
学
部
卒
）
ら
が
出
席
。
柳
谷

理
事
長
か
ら
堀
内
会
長
へ
会
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。

メ
キ
シ
コ
紫
紺
会
は
、
一
九
九
〇
年
に
設
立
さ
れ

た
「
メ
キ
シ
コ
明
治
大
学
Ｏ
Ｂ
会
」
を
ル
ー
ツ
に
改

称
。
現
地
で
は
、
十
五
人
の
会
員
が
食
事
会
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
定
期
的
に
活
動
し
て
お
り
、
メ
キ
シ
コ
へ

留
学
す
る
明
大
生
に
対
し
て
も
親
身
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
九
月
に
発
生
し
た
メ
キ

シ
コ
地
震
の
際
に
は
、
所
ゼ
ミ
が
連
携
し
て
復
興
支

援
活
動
を
行
う
な
ど
、
関
係
も
深
い
。

会
旗
を
受
け
取
っ
た
堀
内
会
長
は
、
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
「
今
後
と
も
、
大
学
と
の
関
係
を

よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

●
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

第
一
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
数
理
科
学
の
誘
惑
』

「
対
話
が
誘
う
文
理
融
合
の
世
界
」を
開
催

明
治
大
学
先
端
数
理
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
は
三
月
十
七
日
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「『
数
理
科
学
の
誘
惑
』
〜
対
話
が
誘
う
文
理
融

合
の
世
界
〜
」
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
平
成
二
十
八
年
度
私
立
大

学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る

「M
ath Everyw

here

：
数
理
科
学
す
る
明
治
大
学
」

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
研
究
の
さ
ら
な
る
推
進
と

社
会
へ
の
発
信
を
目
的
と
し
た
初
の
試
み
で
、
約
三

百
三
十
人
が
来
場
し
た
。

四
部
構
成
の
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
イ
ン
テ
リ
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ジ
ェ
ン
ス
の
深
層
」。
三
村
昌
泰
学
長
特
任
補
佐
の

講
演
の
後
、
研
究
・
知
財
戦
略
機
構
の
中
沢
新
一
特

任
教
授
、
山
口
智
彦
特
任
教
授
を
加
え
た
三
人
に
よ

る
鼎
談
を
実
施
。
数
理
科
学
や
民
俗
学
な
ど
、
理
系

と
文
系
の
両
方
の
側
面
か
ら
知
性
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

二
つ
目
の
「
畳
む
世
界
・
広
げ
る
世
界
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
萩
原
一
郎
研
究
・
知
財
戦
略
機
構
特
任

教
授
と
、
国
立
科
学
博
物
館
館
長
の
林
良
博
氏
が
講

演
。
荒
川
薫
総
合
数
理
学
部
教
授
を
交
え
た
鼎
談
で

は
、
理
系
の
中
で
も
工
学
と
生
物
学
と
い
っ
た
別
分

野
の
掛
け
合
わ
せ
に
関
す
る
話
題
が
展
開
さ
れ
た
。

休
憩
を
挟
み
行
わ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
楽
曲
の
ひ

と
と
き
」
で
は
、
小
川
知
之
総
合
数
理
学
部
教
授
、

武
仲
能
子
氏
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
主
任
研
究

員
）、
研
究
・
知
財
戦
略
機
構
の
三
村
与
士
文
研
究

推
進
員
に
よ
る
尺
八
・
箏
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
の

演
奏
が
実
現
。「
音
楽
と
数
学
に
は
結
び
つ
き
が
あ

り
ま
す
」
と
い
う
小
川
教
授
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
続
い

て
行
わ
れ
た
「
Ａ
Ｉ
と
音
楽
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
総
合
数
理
学
部
の
嵯
峨
山
茂
樹
教
授
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
、
自
動
作
曲
シ
ス
テ
ム
を
例
に
挙
げ
な

が
ら
今
後
の
Ａ
Ｉ
技
術
や
音
楽
を
含
む
芸
術
の
未
来

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

最
後
の
「
理
性
を
欺
く
錯
視
の
世
界
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
杉
原
厚
吉
研
究
・
知
財

戦
略
機
構
特
任
教
授
が
変
身
立
体
等
の
作
品
の
映
像

を
通
し
て
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
目
を
使
っ
て
生
活

し
て
い
る
中
に
潜
む
「
見
る
」
こ
と
の
危
う
さ
や
不

思
議
さ
に
つ
い
て
講
演
。
続
く
鼎
談
で
は
、
飯
田
泰

之
政
治
経
済
学
部
准
教
授
、
田
野
倉
葉
子
先
端
数
理

科
学
研
究
科
特
任
准
教
授
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に

錯
視
が
引
き
起
こ
す
影
響
を
経
済
学
の
視
点
を
取
り

入
れ
な
が
ら
解
説
し
た
。

来
場
者
は
「
文
理
融
合
の
テ
ー
マ
は
、
理
系
だ
っ

た
自
分
に
も
と
て
も
興
味
深
く
有
意
義
な
時
間
だ
っ

た
」「
高
校
レ
ベ
ル
の
数
学
の
知
識
で
も
、
興
味
を

そ
そ
ら
れ
る
内
容
だ
っ
た
」
と
感
想
を
語
る
な
ど
、

社
会
に
役
立
つ
数
理
科
学
が
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
広
が
り
を
み
せ
る
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

●「
自
動
運
転
社
会
総
合
研
究
所
」を
設
立

明
治
大
学
研
究
・
知
財
戦
略
機
構
は
こ
の
た
び
、

自
動
運
転
社
会
に
向
け
た
複
合
的
な
課
題
に
つ
い

て
、
技
術
・
社
会
・
経
済
・
地
域
に
関
す
る
横
断
的

な
研
究
を
通
じ
て
解
決
・
改
善
策
を
探
る
学
際
的
な

研
究
組
織
と
し
て
「
明
治
大
学
自
動
運
転
社
会
総
合

研
究
所
」
を
設
立
し
た
。

三
月
二
十
八
日
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
バ

テ
ィ
タ
ワ
ー
で
行
わ
れ
た
記
者
会
見
に
は
、
土
屋
恵

一
郎
学
長
、
同
研
究
所
の
中
山
幸
二
所
長
（
法
務
研

究
科
教
授
）
を
は
じ
め
、
各
分
野
の
研
究
者
が
出

席
。
会
見
の
席
で
土
屋
学
長
は
、「
自
動
運
転
は
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
。
10
学
部

の
枠
組
み
を
越
え
て
、
総
合
的
な
研
究
を
行
う
」
と

展
望
を
示
し
、
中
山
所
長
は
、「
学
内
外
の
研
究
機

関
や
地
方
自
治
体
と
も
連
携
し
、
自
動
運
転
社
会
を

実
現
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

人
口
減
少
下
で
の
経
済
活
動
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
に
お
い
て
今
後
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
予
想

さ
れ
て
い
る
自
動
運
転
技
術
。
一
方
で
、
そ
の
社
会

的
実
装
に
は
技
術
的
な
課
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

法
制
度
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
地
域
社
会
の
対
応
な
ど
社
会

科
学
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
少
な
く
な
い
。

同
研
究
所
で
は
、
来
た
る
「
自
動
運
転
社
会
」
に

向
け
て
の
技
術
開
発
、
法
制
度
・
経
済
制
度
の
研
究

を
通
じ
て
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
を
企
図
す
る
。

自
動
運
転
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
、
農
林
水
産
業
を

日
本
経
済
の
新
た
な
基
軸
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

第
二
次
・
第
三
次
産
業
へ
の
波
及
が
日
本
の
経
済
・

社
会
の
長
期
的
反
映
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

●
駐
日
マ
ケ
ド
ニ
ア
大
使
が
来
訪

―
新
年
度
を
迎
え
海
外
大
学
か
ら
も
続
々
―

マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
の
ア
ン
ド
リ
ヤ
ナ
・
ツ
ヴ
ェ

ト
コ
ビ
ッ
チ
特
命
全
権
大
使
が
四
月
二
日
、
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
た
。
明
治
大
学
と
同
国
の
大

学
と
の
学
術
交
流
な
ど
に
つ
い
て
、
土
屋
恵
一
郎
学

長
、
大
六
野
耕
作
副
学
長
（
国
際
交
流
担
当
）、
牛

尾
奈
緒
美
副
学
長
（
広
報
担
当
）
と
貴
賓
室
で
懇
談

し
た
。

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
よ
り
一
九
九
一
年
に
独
立
し

た
同
国
は
、
二
〇
一
四
年
十
月
に
在
京
大
使
館
を
開

設
。
初
代
駐
日
大
使
の
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
ビ
ッ
チ
大
使
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は
、
日
本
の
大
学
で
博
士
号
を
取
得
す
る
な
ど
、
日

本
へ
の
造
詣
も
深
く
、
懇
談
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
た
。

土
屋
学
長
が
「
今
日
を
契
機
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
大

学
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
述

べ
る
と
、
ツ
ヴ
ェ
ト
コ
ビ
ッ
チ
大
使
は
「
明
治
大
学

は
素
晴
ら
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
ぜ
ひ
マ
ケ

ド
ニ
ア
の
大
学
と
の
協
定
締
結
に
つ
な
げ
た
い
」
と

将
来
的
な
連
携
に
つ
い
て
意
欲
を
示
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
、ロ
シ
ア
の
大
学
か
ら
も
訪
問

四
月
九
日
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
エ
ト
ヴ
ェ

シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
の
ボ
ル
ヒ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー

学
長
ら
、
十
一
日
に
は
、
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
工
科
大
学
の
ル
ド
ス
コ
イ
・
ア
ン
ド
レ
イ

学
長
一
行
が
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
土
屋
学

長
、
大
六
野
副
学
長
ら
と
懇
談
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
と
は
、
既
に
大
学
間
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学

と
は
主
に
学
生
交
流
に
つ
い
て
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
工
科
大
学
と
は
小
川
知
之
副
学
長
（
研
究
担

当
）
も
交
え
て
研
究
連
携
な
ど
今
後
の
関
係
深
化
に

向
け
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
Ｏ
Ｂ
市
長

▽
埼
玉
県
戸
田
市
長
（
三
月
二
十
五
日
投
票
）

菅
原
文
仁
氏
（
無
所
属
①
、
二
〇
〇
八
年
大
学
院

ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
修
了
・
四
十
二
歳
）

●
Ｏ
Ｂ
社
長

▽
新
潟
ス
チ
ー
ル
㈱
＝
前
島
邦
保
氏
（
一
九
九
一

年
・
政
経
学
部
卒
・
四
十
九
歳
）

▽
東
洋
金
属
㈱
＝
原
正
道
氏
（
一
九
八
七
年
経
営
学

部
卒
・
五
十
三
歳
）

▽
㈱
ロ
ッ
テ
＝
牛ご
ち
ょ
う膓
栄
一
氏
（
一
九
八
三
年
政
経
学

部
卒
・
五
十
七
歳
）

▽
㈱
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
＝
岸
直
彦
氏
（
一
九
八
三

年
政
経
学
部
卒
・
五
十
七
歳
）

▽
大
阪
ス
バ
ル
㈱
＝
山
本
本も
と

山や

氏
（
一
九
八
〇
年
経

営
学
部
卒
・
六
十
歳
）

▽
富
士
電
機
機
器
制
御
㈱
＝
篠
﨑
美み
ち
ょ
う調

氏
（
一
九
八

七
年
工
学
部
卒
・
五
四
歳
）

▽
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
＝
國
井
泰た
い

成せ
い

氏
（
一
九
八
二

年
経
営
学
部
卒
・
五
十
八
歳
、
六
月
一
日
包
括
代

表
（
社
長
相
当
）
就
任
予
定
）

●
総
合
数
理
学
部
・
砂
田
利
一
教
授
が

「
文
科
大
臣
表
彰
・
科
学
技
術
賞
」を
受
賞

科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
、
理
解
増
進
等
に

お
い
て
顕
著
な
成
果
を
収
め
た
者
を
た
た
え
る
「
平

成
三
十
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」
に
お
い
て
、
総
合
数
理
学
部
の
砂
田
利
一
教
授

が
「
科
学
技
術
賞
（
研
究
部
門
）」
を
受
賞
し
た
。

科
学
技
術
賞
は
、
科
学
技
術
の
発
展
等
に
寄
与
す

る
可
能
性
の
高
い
独
創
的
な
研
究
ま
た
は
開
発
を

行
っ
た
研
究
者
が
対
象
。
砂
田
教
授
の
「
離
散
幾
何

解
析
学
の
構
築
と
応
用
の
研
究
」
に
関
わ
る
業
績
が

高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
っ
た
。

●「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
講
座
」が
ス
タ
ー
ト

経
営
学
部
の
中
西
晶
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
学
部
間
共
通
総
合
講
座
「
役
に
立
つ
世
界
情
勢
の

読
み
方
」
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
講
座
」
と
し

て
四
月
十
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
日
は
、
堀
江
正
彦
学
長
特
任
補
佐
が
シ
ラ
バ
ス

を
も
と
に
、
日
本
と
米
国
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ

ア
、
ア
セ
ア
ン
、
中
東
諸
国
と
の
関
係
、
国
際
連
合

や
途
上
国
支
援
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
に
関
し
て
、

外
務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
か
ら
の
外
部
講
師
を
招

き
、
世
界
情
勢
に
関
し
て
議
論
す
る
こ
と
に
つ
い
て

紹
介
。
ま
た
、
講
座
を
活
用
し
て
、
受
講
生
が
活
発

に
質
問
し
、
意
見
を
述
べ
、
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
「
白

熱
教
室
」
と
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
講
義
で
は
、
堀
江
特
任
補
佐
が
現
役

だ
っ
た
こ
ろ
の
外
交
活
動
を
紹
介
す
る
番
組
を
鑑
賞

す
る
と
と
も
に
、
焦
眉
の
急
を
告
げ
て
い
る
北
朝
鮮

問
題
に
関
し
て
、「
な
ぜ
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
が
必

要
な
の
か
」「
米
朝
首
脳
会
談
に
何
を
期
待
す
る
か
」

な
ど
多
く
の
質
問
が
あ
が
る
な
ど
、
活
発
な
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

●「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー・
ラ
ウ
ン
ジ
」オ
ー
プ
ン

明
治
大
学
に
お
け
る
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
（
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア

カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
七
階
）
を
「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・
ラ
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ウ
ン
ジ
」
と
称
し
て
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
日
本
人
学

生
と
留
学
生
と
の
交
流
促
進
の
た
め
に
活
用
し
て
い

る
。今

年
も
四
月
十
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
ド
イ
ツ
や
イ

タ
リ
ア
か
ら
の
留
学
生
や
、
日
本
人
学
生
を
含
め
十

人
で
の
ス
タ
ー
ト
。
十
七
日
に
は
十
七
人
の
参
加
と

な
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
と
日

本
に
お
け
る
生
活
の
違
い
や
、
日
本
人
学
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
に
精
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
実
情
な
ど
に
関

し
て
話
が
弾
ん
だ
。
ま
た
、
留
学
生
た
ち
は
、
日
本

が
清
潔
で
外
国
人
に
親
切
な
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

が
、
過
剰
包
装
が
横
行
し
て
い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

袋
が
大
量
に
使
用
・
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

今
後
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
で
あ
る
旦
英

夫
氏
を
迎
え
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
下
の
米
国
の
状
況

に
つ
い
て
の
講
話
や
、
シ
リ
ア
難
民
留
学
生
に
よ
る

講
話
、
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
学
の
学
生
や
中
国
人
学

生
と
の
交
流
を
予
定
し
て
い
る
。

●
明
治
大
学
×
小
田
急
電
鉄
提
携
記
念
講
座

「
小
田
急
沿
線
の
明
治
大
学
文
化
を
訪
ね

  

ぶ
ら
り
旅
」

明
治
大
学
の
生
涯
学
習
機
関
・
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ

ミ
ー
は
三
月
三
十
一
日
、
明
治
大
学
・
小
田
急
電
鉄

提
携
記
念
講
座
「
小
田
急
沿
線
の
明
治
大
学
文
化
を

訪
ね 

ぶ
ら
り
旅
」
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
。
約
五
百
人
が
受
講
し
た
。

柳
谷
孝
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
講
座
は
、
四
月
か
ら
生
涯
学
習
事
業
で
提
携
を
開

始
し
た
小
田
急
電
鉄
㈱
の
前
身
で
あ
る
「
小
田
原
急

行
鉄
道
」
の
創
業
者
・
利
光
鶴
松
氏
と
、
新
宿
を
好

ん
だ
作
詞
家
の
阿
久
悠
氏
、
向
ヶ
丘
遊
園
近
く
に
居

を
構
え
た
映
画
監
督
の
岡
本
喜
八
氏
、
鵠
沼
海
岸
で

執
筆
活
動
に
勤
し
ん
だ
作
家
の
子
母
澤
寛
氏
の
、
明

治
大
学
で
学
び
小
田
急
沿
線
に
縁
の
あ
る
四
人
の
人

物
像
に
迫
る
と
い
う
も
の
。
講
師
は
吉
田
悦
志
国
際

日
本
学
部
教
授
が
務
め
た
。

ま
ず
、
利
光
氏
に
つ
い
て
吉
田
教
授
は
、
二
十
歳

で
上
京
し
滞
在
し
た
武
蔵
五
日
市
を
起
点
と
し
て
、

学
問
に
没
頭
し
た
日
々
や
明
治
法
律
学
校
へ
入
学
す

る
ま
で
の
経
緯
な
ど
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

弁
護
士
、
政
治
家
、
実
業
家
へ
と
活
躍
し
た
来
歴
を

解
説
し
、「
武
蔵
五
日
市
で
の
学
び
に
よ
り
培
っ
た

知
識
と
現
場
の
環
境
に
よ
っ
て
、
小
田
急
電
鉄
創
業

の
発
想
が
生
ま
れ
た
の
で
は
」
と
持
論
を
展
開
。

続
い
て
、
演
歌
か
ら
ロ
ッ
ク
ま
で
五
千
曲
以
上
の

作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
阿
久
氏
に
つ
い
て
は
、
楽

曲
を
実
際
に
聴
き
な
が
ら
詞
の
移
ろ
い
や
作
曲
家
・

古
賀
政
男
氏
と
の
作
風
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
。
映

画
界
の
異
才
・
岡
本
監
督
に
つ
い
て
は
、「
闘
い
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
解
説
と
映
画
『
シ
ン
・
ゴ
ジ

ラ
』（
庵
野
秀
明
監
督
）
と
の
相
関
関
係
に
触
れ
、
子

母
澤
氏
に
つ
い
て
は
、『
新
選
組
物
語
』
や
『
勝
海

舟
』な
ど
幕
末
の
日
本
を
描
く
に
至
っ
た
背
景
や『
座

頭
市
物
語
』
で
つ
な
が
る
明
大
文
化
な
ど
に
つ
い
て

披
露
し
た
。
吉
田
教
授
は
、「
い
ず
れ
も
地
域
的
特

質
を
持
つ
大
衆
性
が
注
が
れ
た
明
治
大
学
で
学
ん
だ

者
た
ち
。
そ
の
人
物
が
大
衆
文
化
の
担
い
手
と
な
っ

た
こ
と
は
必
然
で
は
な
い
か
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
文
化
的
な
観
点
で
新
た
な
発

見
ば
か
り
だ
っ
た
」「
小
田
急
沿
線
在
住
の
明
大
卒

業
生
に
は
こ
の
提
携
は
嬉
し
い
」
と
声
が
聞
こ
え
る

な
ど
、
今
後
の
さ
ら
な
る
連
携
に
期
待
が
高
ま
る
講

座
と
な
っ
た
。

●
国
際
武
器
移
転
史
研
究
所

国
際
セ
ミ
ナ
ー

「
武
器
の
入
手
可
能
性
と
暴
力
と
の
関
係
性
」

国
際
武
器
移
転
史
研
究
所
（
所
長
＝
横
井
勝
彦
商

学
部
教
授
）
は
三
月
二
十
八
日
、
科
学
研
究
費
助
成

事
業
（
基
盤
研
究
B
、
若
手
研
究
B
）
と
の
共
催

で
、
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
武
器
の
入
手
可
能
性
と
暴
力

と
の
関
係
性
」
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ロ
ン
ト
で
開
催
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
安
全
保
障
研
究
者
・
実
務

者
と
人
類
学
者
、
歴
史
学
者
に
よ
る
学
際
的
研
究
を

通
じ
て
、
武
器
の
入
手
可
能
性
と
暴
力
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
も
の
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
国
際
平
和
研
究
所
の
ニ
コ

ラ
ス
・
マ
ー
シ
ュ
氏
ほ
か
三
人
の
研
究
者
が
報
告
を

行
い
、
ア
フ
リ
カ
の
牧
畜
民
に
関
す
る
人
類
学
研
究

や
、
日
本
の
事
例
に
関
す
る
歴
史
学
研
究
な
ど
、
同

テ
ー
マ
に
お
け
る
先
行
研
究
や
政
策
論
議
に
つ
い
て
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理
解
を
深
め
た
。

●
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

春
期
四
十
七
人
が
入
校

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
四
月
七
日
、
二
〇
一
八

年
度
春
期
「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
四
十
七
人
（
昼
間
コ
ー
ス
七
期
生
二
十

三
人
、
夜
間
・
土
曜
主
コ
ー
ス
六
期
生
二
十
四
人
）

の
入
校
式
を
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
グ
ロ
ー
バ
ル

ホ
ー
ル
で
挙
行
し
た
。

式
典
で
は
、
竹
本
田
持
副
学
長
（
農
学
部
教
授
）

お
よ
び
大
友
純
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
長
（
商
学
部

教
授
）
に
よ
る
祝
辞
が
贈
ら
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
川
智
由
商
学
部
教
授
か
ら
、
半

年
間
の
学
び
を
支
え
る
講
師
陣
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
連
合
駿
台
会
新
会
員
の
平
田
静
子
氏

（
ヒ
ラ
タ
ワ
ー
ク
ス
㈱
代
表
取
締
役
、
㈱
サ
ニ
ー
サ

イ
ド
ア
ッ
プ
キ
ャ
リ
ア
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
「
人

生
を
楽
し
む
仕
事
術
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。
平
田
氏
は
、
編
集
長
と
し
て
多
く
の
出
版
物

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
経
験
や
、
起
業
し
現
在
に
至

る
ま
で
を
振
り
返
り
、
仕
事
を
持
つ
こ
と
の
醍
醐
味

や
家
庭
と
の
両
立
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
。「
人
生

は
選
択
の
連
続
。
特
に
女
性
は
選
択
肢
が
多
い
が
、

よ
り
良
い
選
択
を
し
な
が
ら
豊
か
な
人
生
を
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

最
後
に
井
田
正
道
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
部

会
長
（
政
治
経
済
学
部
教
授
）
に
よ
り
閉
式
の
辞
が

述
べ
ら
れ
、
履
修
生
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
ビ
ジ
ョ
ン

実
現
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

●
二
〇
一
八
年
度
春
季
開
設
オ
ー
プ
ン
講
座

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
で
注
目
を
集
め
る

「
行
動
経
済
学
」の
公
開
講
座
を
開
催

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
四
月
十
一
日
、「
行
動

経
済
学
と
は
何
か
〜
経
済
は
『
感
情
』
で
動
い
て
い

る
〜
」
と
題
し
た
公
開
講
座
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ

ス
・
リ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
二
〇
一
七
年

の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
は
、
行
動
経
済
学
の
理
論
的

発
展
に
寄
与
し
た
理
由
で
米
シ
カ
ゴ
大
学
の
リ

チ
ャ
ー
ド
・
セ
イ
ラ
―
教
授
が
授
与
し
た
こ
と
も
あ

り
、
平
日
夜
間
の
講
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
百
人
を

超
え
る
来
場
が
あ
っ
た
。

講
師
を
務
め
た
友
野
典
男
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授
は
、
意
思
決
定
の
仕
組
み
で
あ
る

「
二
重
プ
ロ
セ
ス
理
論
」
や
、
心
理
効
果
の
「
ア
ン

カ
リ
ン
グ
効
果
」
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
な
が
ら

解
説
し
た
。

さ
ら
に
、「
社
会
科
学
は
、
人
間
行
動
学
の
基
礎

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
行
動
経
済
学

の
将
来
に
つ
い
て
持
論
を
展
開
し
、
盛
況
の
う
ち
に

講
義
は
終
了
。
参
加
者
か
ら
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
に
も

役
立
つ
有
意
義
な
講
義
で
あ
っ
た
」「
１
０
０
０
円

の
受
講
料
で
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
大
変
う
れ
し

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

●
硬
式
野
球
部

星
野
氏
追
悼
試
合
で
東
大
に
勝
利

体
育
会
硬
式
野
球
部
の
東
京
六
大
学
野
球
春
季

リ
ー
グ
初
戦
と
な
っ
た
四
月
二
十
一
日
の
東
大
戦
で

は
、
試
合
前
に
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
星
野
仙
一
氏
の
追
悼
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

明
大
関
係
者
や
多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
、
神
宮

球
場
の
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
星
野
氏
の
雄
姿
が

映
し
出
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
黙
と
う
が
捧
げ
ら

れ
た
。
喪
章
を
付
け
た
明
大
ナ
イ
ン
は
、
星
野
氏
の

遺
志
を
胸
に
全
力
で
プ
レ
ー
。
結
果
は
９
－
２
で
勝

利
を
収
め
た
。

●
柔
道
部

小
川
雄
勢
選
手
が「
体
重
別
選
手
権
」で
初
優
勝

体
育
会
柔
道
部
の
小
川
雄
勢
選
手
（
政
経
４
）
が

四
月
八
日
、
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
柔

道
の
全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、

男
子
一
〇
〇
㎏
超
級
で
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

同
大
会
は
、
九
月
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
バ

ク
ー
で
開
催
さ
れ
る
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
の
日
本

代
表
選
手
選
考
を
兼
ね
て
各
階
級
の
ト
ッ
プ
選
手
八

人
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
わ
れ
、
決
勝
で

は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
銀
メ
ダ
ル
の
原
沢
久

喜
選
手
を
破
り
優
勝
。
昨
年
の
講
道
館
杯
、
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
東
京
に
続
く
、
国
内
三
大
会
で
の
優
勝
を

達
成
し
、
世
界
選
手
権
代
表
選
出
に
向
け
存
在
感
を

示
し
た
。
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●
水
泳
部

松
元
克
央
選
手
が
優
勝
自
由
形
の
日
本
代
表
に

体
育
会
水
泳
部
の
松
元
克
央
選
手
（
政
経
４
）

が
、
第
九
十
四
回
日
本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
（
四

月
三
日
〜
八
日
・
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
）
の
男
子

２
０
０
㍍
自
由
形
に
出
場
。
決
勝
で
、
日
本
記
録
ま

で
０
・
７
秒
差
に
迫
る
１
分
45
秒
93
の
好
タ
イ
ム
を

記
録
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
、
松
元
選
手
は
八
月
に
開
催
さ

れ
る
第
十
三
回
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
水
泳
選
手
権
大

会
と
第
十
八
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
日
本
代
表
選
手

に
決
定
。
世
界
の
舞
台
で
頂
点
を
目
指
し
て
戦
う
。

●
競
走
部

山
本
佑
樹
氏
が
駅
伝
監
督
に
就
任

体
育
会
競
走
部
は
四
月
一
日
、
山
本
佑
樹
・
長
距

離
コ
ー
チ
が
新
駅
伝
監
督
に
、
西
弘
美
・
駅
伝
監
督

が
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
す
る
新
体
制
を
発
表

し
た
。

山
本
駅
伝
監
督
は
長
距
離
選
手
を
引
退
し
た
二
〇

〇
六
年
か
ら
旭
化
成
陸
上
部
の
指
導
者
に
就
任
し
、

二
〇
一
七
年
か
ら
は
体
育
会
競
走
部
の
長
距
離
コ
ー

チ
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
た
び
駅
伝
監
督
の
襷
を
受

け
て
、
二
〇
一
八
年
度
の
チ
ー
ム
を
率
い
る
。

◆
退
会
会
員（

平
成
二
十
九
年
四
月
〜
三
十
年
三
月
）

浅
倉
晴
司
、
市
川
光
夫
、
稲
垣
治
、
上
田
興
文
、

大
山
卓
良
、
岡
安
高
雄
、
綛
田
清
隆
、
黒
子
昇
、
坂

尾
昌
一
、
眞
田
瞳
、
多
田
弘
、
舘
林
精
二
郎
、
辻
嘉

右
エ
門
、
永
守
智
弘
、
蓮
池
信
之
、
吉
野
貞
雄

（
敬
称
略
）

◆
三
月
例
会
出
席
者

相
澤
淳
一
、
青
木
幹
則
、
青
柳
勝
栄
、
秋
山
隆

敬
、
圷
昭
二
、
浅
井
宏
、
安
達
明
正
、
有
賀
隆
治
、

飯
田
和
人
、
池
田
勝
也
、
石
川
均
、
石
原
道
勝
、
市

川
治
彦
、
同
ご
友
人
、
井
上
欽
也
、
同
ご
友
人
、
伊

原
敏
雄
、
上
西
紘
治
、
宇
川
一
夫
、
内
川
雄
一
郎
、

江
崎
徹
、
大
石
哲
也
、
大
原
幸
男
、
大
前
実
之
、
大

村
託
現
、
岡
田
茂
、
勝
俣
正
義
、
栢
森
靖
、
苅
部
彰

夫
、
河
村
章
、
神
林
光
、
草
木
頼
幸
、
小
島
清
治
、

小
山
修
、
根
田
哲
雄
、
齋
藤
柳
光
、
坂
田
英
夫
、
佐

藤
和
正
、
佐
藤
健
、
志
田
憲
彦
、
鈴
木
紘
一
、
鈴
木

隆
志
、
同
ご
友
人
、
関
根
均
、
瀬
戸
正
道
、
髙
澤

徹
、
田
代
恭
一
（
代
理
）、
谷
原
誠
、
田
村
駿
、
天

童
美
徳
（
代
理
）、
当
山
明
彦
、
德
丸
平
太
郎
、
中

川
敏
洋
、
中
里
猛
志
、
中
村
豊
、
並
木
洋
一
、
二
井

康
夫
、
西
山
武
夫
、
二
宮
充
子
、
根
岸
伸
明
、
長
谷

川
進
一
、
同
ご
友
人
、
幡
谷
公
朗
、
塙
英
幸
、
馬
場

範
夫
、
林
威
樹
、
原
田
榮
、
福
田
和
彦
、
同
ご
友

人
、
藤
巻
伴
英
、
前
川
一
郎
、
眞
壁
八
郎
、
松
崎
優

子
、
摩
尼
和
夫
、
宮
坂
寿
彦
、
宮
下
隆
、
村
岡
健
、

村
山
友
彦
、
室
井
恵
明
、
柳
谷
孝
、
山
上
雅
隆
、
山

口
大
介
、
山
口
政
廣
、
山
田
朝
彦
、
弓
野
理
恵

【
編
集
後
記
】

寒
暖
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
柔
ら

か
な
新
芽
も
美
し
い
濃
緑
色
に
変
わ
っ
て
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変

わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？

今
年
も
明
治
大
学
は
学
部
生
、
院
生
を
合
わ
せ
て
八
千
二

百
五
十
名
が
入
学
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
女
性
の
比
率
も
三
五
％
に
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

私
が
学
生
で
し
た
平
成
ヒ
ト
ケ
タ
代
で
す
ら
、
経
営
学
部
一
ク

ラ
ス
五
十
人
の
う
ち
女
性
は
五
人
程
度
で
し
た
か
ら
、
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
。
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
お
り
ま
す

と
、
学
生
の
頃
に
あ
っ
た
建
物
は
ほ
と
ん
ど
新
し
く
な
り
ま
し

た
し
、
日
本
大
学
な
ど
の
校
舎
も
ず
い
ぶ
ん
建
て
替
わ
り
ま
し

た
か
ら
、
こ
の
二
十
年
で
御
茶
ノ
水
界
隈
は
、
雰
囲
気
が
ず
い

ぶ
ん
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

町
並
み
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
地
方
か
ら
の
学
生
が
二

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。
私
の
同

期
は
福
岡
や
名
古
屋
、
山
口
と
地
方
の
人
が
多
く
、
千
葉
県
育

ち
で
実
家
通
い
だ
っ
た
私
は
、
同
期
の
下
宿
ア
パ
ー
ト
を
転
々

と
泊
ま
り
歩
き
、
同
期
と
一
献
傾
け
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。
地
方
の
同
期
は
地
元
の
有
力
者
の
子
弟
が
多
か
っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
大
都
市
圏
は
経
済
的
に
活
気
が

あ
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
地
方
経
済
は
大
き
く
低
迷
し
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
日
本
社
会
の
一
端
を
、
地
方
か
ら
の
学
生
比

率
の
減
少
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

先
日
、
日
経
の
記
事
を
拝
読
し
、
母
校
の
発
展
を
大
変
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。
校
友
と
し
て
鼻
高
々
に
感
じ
る
こ
と
が
多
い

今
日
こ
の
頃
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
気
温
の
乱
高
下
な
ど
で
、
ど
う
か
お
風
邪
な
ど
召
し
ま
せ

ぬ
よ
う
、
ご
自
愛
願
え
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。（

相
臺
志
浩
）


